
















































































































北部太平洋大申型まき網地域漁業復興計画（波崎地区 4）の一部変更について

省人省力化を目的に導入した新型揚網機「船尾設置型デルタワインダーJ（図， ）について、

問機の構造に起因する漁網の小規模損壊等に対しては、その都度、改善対応を実施してき

たが、毘磯良琵罵悠震金貫主役杢星に起因し、揚鯛箆震度~主位里震主支金援主役場鯛
が玄室芝、これにより猿額損壊等のトラブルが多発oJ図2)

これにより、操業揚網作業にも時間を要するなど操業にも支障をきたしており、漁網損壊箇

所の補修対応等も含めて、船員の労働負担も増加。

また、トラブル対応時における船員の作業安全性の確保を考える上でも不安。

これら問題となる事象について、適宜、状況確認を行いながら、関係者聞において改善対

応について協議を重ねた結果、抜本的な改善を図るためには、デルタワインダーの持つ機能

が最大限発揮できるよう問機本体を大型化し、設置位置についても現状より高くする必要が

あるとの結論。

しかし、これら対応には、船体据付け部の補強、格納スペースの拡大等、本船にかかる大

規模な改造工事も必要となり、船舶総トン数は勿論のこと、復原性等にも影響を与えることか

ら現実的には対応が困難と判断。

このため、代替手段として、デルタワインダーによる揚綱方式から従来船においても使用し

ていた「ネットホーラーJによる揚綱方式に変更することとし、これまでネットホーラーの使用で

課題とされてきた揚網時に発生する漁網の摂じれに対しては、油圧駆動により強制的に漁網

の進入方向を調整できる「網捌機旋回装置』を網捌機へ追加設備することによって摂じれの

軽減を図り、併せて、網捌機を通過した漁網の浮子を整理する「アバ処理機」（既設）に加え、

沈子を整理する「イワ処理機』を追加設備し、これら機器を効率的に用いることによって作業

人員の削減を図り、当初計画で掲げた省人省力化の目標の達成に向けて取組みを継続。

（図3)

なお、当該変更により、漁業復興計画書の収支計画に変更は生じない。

（図，）船尾股置型デルタワインダーの概要
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（図2) トラブル発生の状況

設置高さの不足等に伴い、傾転をかけたときにNo.1ローラーにおいて浮子が上昇して天板

に当たり、漁網に摂じれが発生。

その結果、浮子綱がNo.1コークラインローラーのゴム部に直接当たり続ける状態が続き、浮

子綱とゴムとの聞で発生する摩擦により、ゴム部に引き千切れたような磨耗が発生。 CNo.1メ

インローラー上部の摩耗についても同様。）

また、漁網がNo.1メインローラー下部に集中する状態において、その部分だけ極端に面圧

が上昇することから、発生する摩擦にゴムが耐え切れず偏磨耗が発生。
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前述の事象の発生を防ぐため、十分な傾転をかけずに使用すると、 No.2ローラーにおいて、

弛んだ漁網がローラーに巻き込まれて破損。

また、ローラーとの強い摩擦により、浮子綱と浮子を結ぶ紐が 1回の操業で複数箇所切断

する事象が発生。
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（図3）代替手段

・揚網作業の効率化を目指し、「ネットオミーラーJ、「網捌機旋回装置』、「イワ処理機」を導入0

・揚網時における作業安全性を確保しながら、省人省力化を促進0

．船員の労働負担を軽減。
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アパ処理後（既般）

網~lj機を経由して降りてき
た漁網の浮子側を本船の
左舷側に引き寄せ、網台に
浮子を落とす装置。

綱領l機旋回装置（新段）
．－網捌機の上旬にl!t置

網捌機を強制的に旋回させ、
漁網の進入に対するVドラ
ムの向き、漁網の当たり方
を銅盤する装置。

網捌機（既霞）

ネットホーラーから揚がって
きた漁網を高い位置まで引
きょげて、漁網を緋lき易くす
る装置。
また、ネットホーラーと併せ
てローラー部の回転により
漁網を巻き上げる補助的役
割もある。
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イワ処理機（新霞）

網捌機を経由して降りてきた
漁網の沈子側を本船の右舷
側に引き寄せ、網台に沈子
を落とす装置。

ネットホーラー（交換）

Vドラムを使用した楊網装置。
Vドラムを使用しているため、
状況によって漁網に援じれ
が発生することがある。

0導入効果

網捌機に網捌機旋回装置を追加設備することによって、網捌機の向きを強制的に変えることが可能とな

り、これにより網捌機のVドラムに対する漁網の当たり方を変え、ネットホーラーを通過する過程で発生

する漁網の振じれを軽減。
また、網捌機から降りてきた漁網の処理において、新たlこ沈子側にイワ処理機を導入し、網捌機旋回装

置とアパ処理機と併用することで作業効率の向上が見込まれ、省人省力化が可能。

※網甥I］槍静岡装置土イワ処理機は‘重量やスペースの聞額から従来船では導入合れていなかったが‘

伯の改革型漁船において試験的に導入したところ‘その有用性が認められたことから‘＋分な導入効果

が胃込支れる左判断内
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